
業務仕様書 

 

１ 業務名 

産業廃棄物収集・運搬及び処分業務 

 

２ 履行期間 

契約締結の日から令和９年３月 31日まで 

 

３ 収集運搬及び処分を行う廃棄物 

次のとおり。ただし、数量は見込みであり、今後、増加又は減少する場合があること。 

廃棄物等の種類 契約単価 予定概算数量 

汚泥（消火剤ＭＡＰ）  1,800 kg  

汚泥（消火液増粘剤ＣＭＣ）  630 kg  

汚泥（化学消火剤ｴﾌｱｰﾙＴ）  6,600 kg  

金属くず（散布装置）  180 kg  

金属くず（バッテリーボックス）  60 kg  

廃プラスチックと金属混合物（組立水槽）  30 kg  

廃プラスチックと金属混合物（粉砕機）  140 kg  

 

４ 業務の遂行に係る許可等 

受託者は、監督官庁が交付する許可事項に変更があったときは、遅滞なく変更後の許可

証の写しを委託者に提出すること。なお、本業務の遂行に当たっては、本業務仕様書のほ

か関係法令等を遵守すること。 

 

５ 収集運搬業務 

(１) 業務の対象は、花泉地区空中消火基地（一関市花泉町花泉字伊勢沢 21）に存置する

産業廃棄物であること（具体の場所等については、発注者が指示すること。）。 

(２) ３の区分に掲げる廃棄物以外の廃棄物が確認された場合、受注者は、発注者に協議

すること。 

(３) 予定概算数量（入札の際に積算した収集運搬車両の数量を含む。）を超過する見込み

となった場合、受注者は、発注者に協議すること。 

(４) 業務の実施に当たっては、受注者は、その数量を確認した上、業務実施報告書（別

紙１）を作成し、発注者の確認を受けること。 

 

６ 処分業務 

受託者又は受託者が指定する処分業者が行うものとする。なお、受託者が指定する処分

業者が中間処分業務を行う場合、委託者は、当該業者と処分業務についての契約書を締結

するものとする。 

 

 



７ 委託料 

発注者が受託者に支払う委託料は、収集運搬から処分に至るまでの一切の経費であるこ

とから、受託者が指定する処分業者が中間処分業務を行う場合、その経費についても委託

料に含まれること。 

 

８ 委託料の精算 

収集運搬及び処分に要する経費は、契約単価に実数量を乗じた金額により精算するもの

であること。 

９ 事業完了の報告 

(１) 受託者は、業務終了後、完了報告書（別紙２)を発注者に提出し、確認を受けること。 

(２) 廃棄物処理法の規定に基づくマニュフェストについては、その都度、受託者に提出

すること。 

10 その他 

本仕様に定めのない事項については、その都度協議の上、委託者の指示に従い、実施す

ること。 


